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〈研究ノー ト〉

1950年 代前半における大衆娯楽雑誌の受容経験

『平凡』の共同体的受容と共振性

阪 本 博 志

0は じめに

1950年 代半ばに始まる高度成長が前近代から続く日本人の生活を根底から変えたことはよく知ら

れている。たとえば、近代から1960年 代初めまでの流行歌の分析を行った見田宗介は、1956-58年を、

「『もはや戦後は終わった』といわれ、団地族と家庭電化が流行語となり、テレビと週刊誌の急速な普

及によって、日本人のコミュニケーション生活に構造的な変化のきざした」時期であると言う。そし

て見田はこの時期の人びとの意識の変化を当時の流行歌の中に見出している1。一方加藤秀俊は、1955

年以降を 「高級文化と大衆文化の中間をいく妥協の文化」2である中間文化の時代であるとしている。

加藤によると1945-50年 は 「高級文化の時代」、1950-55年 は 「大衆文化の時代」であり、後者を代表

するものとして 『平凡』を挙げることができるという3。この1950-55年 は同時に 「構造的な変化のき

ざ」す直前の時期であるが、この時期における大衆娯楽雑誌 『平凡』の誌面を検討するとともにその

受容形態を明らかにすることが本稿の課題である。この時期 『平凡』は急速に部数を伸ばし社会的に

注目を集めていた。「構造的な変化」のきざす前のこの間、この時代を象徴するという大衆娯楽雑誌『平

凡』に人びとはどのような受容経験を求めていたのであろうか。

『平凡』は1987年 の休刊までに部数の飛躍的な躍進期を2度 迎えている。その 「2度の躍進期」と

は、具体的には1950年 代前半と1970年 代前半の2度 である。『平凡』の部数のデータは全て現存 して

1見 田宗介 『近代日本の心情の歴史 流行歌の社会心理史』講談社
、1978年 、191頁 。 また、高度成長期の社会変

動を扱ったものとしては、吉川洋r高 度成長 日本を変えた6㎜ 印 読売新聞社、1卿 年、ほかを、高度成長期

を含む戦後社会の変動を概観したものとして見田宗介 「現代日本の感覚変容一 夢の時代と虚構の時代」 『現代日

本の感覚と思想』講談社、1995年 、ほかを参照。芸能史に関しては、丸山鐵雄 『歌は世にっれ』みすず書房、1983

年、伊藤強 『それはリンゴの唄から始まった』駿々堂、1984年 、朝日新聞学芸部 『戦後芸能史物語』朝日新聞社、

1987年 、斎藤茂 『歌謡曲だよ!人 生は 『平凡』編集長の昭和流行歌覚え書』マガジンハウス、2000年 、ほかを参

照。
2加 藤秀俊 「中間文化論」 『中間文化』平凡社

、1957年 、19頁 。

3加 藤、前掲論文。なお、加藤のこの議論の戦後大衆文化(特 に若者文化)に おける位置づけとしては、桜井哲夫

rことばを失った若者たち』講談社、1985年 、ほかを参照。
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いるわけではない4が 、幸いな ことに両方の躍進期のデー タは現存 している。

図1r平 凡』1950～59年 の発行部数の推移

部数(単 位:万 部)

(出 典:r読 者 とと も に20年 平凡 出版 株 式 会社 小

史 』 平凡 出版 、1965年 、90-i51頁 、 を も とに 作成)

図2r平 凡』1966～75年 の 部数の推移

部数(単 位:万 部)

(出典:r"読 者 とともに"30年 平凡出版株式会社小

史』平凡出版、発行年不明、2-51頁 、をもとに作成)

4岸 本文隆氏(マ ガジンハウス常務取纈 窒) 、2㎜ 年10月5日 。
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図3「 読書世論調査」に見るr平 凡』順位の推移

順
位

・◆・・いっも読む月刊雑誌

+買 って読む月刊雑誌

1950年 1955年 1960年 1965年 1970年 1975年

(出典:毎 日新聞社編 「読書世論調査30隼 戦後日本人の心
の軌跡」毎日新聞社、1977年 、88、93頁 、をもとに作成)

図1は1950年 代における 『平凡』の発行部数の推移を表したものである。ここから我々は1950年

代前半における 『平凡』の躍進を見て取ることが出来る。50年2月 号は27万9千 部発行であったこ

の雑誌の発行部数は55年6月 号では140万 部に至っている。図2は1966年 か ら75年 までの同誌の発

行部数である。70年7月 号の発行部数は60万1千 部であったが、74年2月 号は153万 部を発行する

に至った。この2つ の躍進期を確認したあと図3を 見てみたい。図3は 毎日新聞社 「読書世論調査」

のデータを基に作成したものである。このグラフは、いわば読者全般の間における 『平凡』の相対的

位置を表したものといってよい。テレビの本格的な普及が始まる1959年 までのまだ 「構造的な変化」

がきざすだけの段階においては 『平凡』の相対的位置は上位にあり、「構造的な変化」が ドラスティッ

クに起き出してから相対的位置は低下している。

これらを見るとき我々は或る奇妙な相反する事態に気づく。70年代前半における2度 目の躍進期の

方が50年 代前半における1度 目の躍進期よりも部数では上まわっているにもかかわらず、読者間での

相対的位置は1度 目の躍進期を下まわっているのである。このことは、次の2っ のことを物語ってい

る。それはまず、『平凡』は読者全般の間において第1の 躍進期により重要性を帯びていたということ

である。次に、この2度 の躍進期におけるそれぞれの読者の経験には質的差異の大きな断層が横たわ

っているということである。そして相対的位置の低下及び87年 の休刊を考えると、大衆雑誌のこの受

容経験を我々は失ってしまったのではないかと考えることが出来る。『平凡』は次章第1節 で見るよう

に戦後大衆雑誌の原点に位置づけられうるとともに、戦後を代表する大衆娯楽雑誌であり、戦後日本

の文化と社会意識を検討する上で欠かすことは絶対に出来ない。このことを鑑みると、この質的差異
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の大きな断層が戦後大衆文化に対して持つ意味は、単に一雑誌の部数の増減にとどまらないものを含

むと言える。以上から、「構造的な変化」がきざす前のこの1度 目の躍進期において読者が 『平凡』を

通して得ていた経験は、戦後文化史研究にとって重要であると思われる。それは一体如何なるもので

あったのか。本稿においてはその受容経験を共同体的受容経験であると設定する。

本稿は、こうした問題意識のもと1950-55年 における誌面の内容とその受容経験を検討するもので

ある。続く1章 においては、戦後大衆雑誌における 『平凡』の位置を確認 し 『平凡』の大まかな沿革

を概観したあと、『平凡』の先行研究を整理し、問題設定を行う。そして2章 では1950-55年 における

誌面をグラビア及び小説に分けそれぞれの受容経験を検討する。3章 ではそうした受容を行っていた

読者の姿を明らかにし、4章 では以上の議論に考察を加える。

1問 題設定

『平凡』は戦後大衆雑誌の中でどのように位置づけられるのか。本章では、『平凡』の戦後大衆雑誌

における位置づけを行いその沿革を概観したあと、本稿における問題設定を行う。

1-1平 凡 出版5と戦後大衆雑誌

『平凡』を発行していた平凡出版は戦後大衆文化なかんずく若年層の文化を考えていく上で軸にな

る出版社であると言える。

近代以降の日本において各時代を代表する雑誌を発行した出版社を挙げるときに、明治の博文館 ・

大正の実業之日本社 ・昭和戦前期の講談社と並ぶ戦後の出版社として、平凡出版を挙げることができ

るのではないだろうか。なぜなら、既に加藤典洋らが指摘しているように、昭和戦後期においては、

平凡出版が新しい読者層を開拓することでその時代を代表する雑誌を創りだしそこに他の出版社が模

倣誌を発行して追随するという構図が見られてきたからである6。たとえば、主に勤労青少年を対象と

した 『平凡』(1945年 創刊、代表的な模倣誌に集英社 『明星』)、若い男性を対象とした初めての週刊

誌である 『平凡パンチ』(1964年 創刊、模倣誌に集英社 『週刊プレイボーイ』)、それまでの日本には

5こ こで 「マガジンハウス」という現在の社名を用いず 「平凡出版」という名称を用いたのは
、r平 凡』を発行し

ていた時期においてまた本節で問題にしている昭和戦後期においては 「平凡出版」という社名が用いられていた時

期が最も長いからである(次 節で見るように 『平凡』は、1945年10月 に創立された合資会社凡人社より同年11月

に創刊された。同社は1954年 より平凡出版株式会社 ・1983年よ り株式会社マガジンハウスへと社名を変更した)。

また、上述したように1983年 に 「平凡出版」は 「マガジンハウス」となり、87年 には 『平凡』 『週刊平凡』が88

年には 『平凡パンチ』が休刊し 「平凡」を冠した雑誌は全て休刊した。80年 代におけるこの一連の動きは、本節で

取り上げている昭和戦後期という時代の終焉を象徴しているように思える。

6加 藤典洋 「『大』 ・『新』 ・r高 』」 『日本風景論』講談社、2000年 、215.69頁 、井上ひさし・筑紫哲也 「雑誌

の時代」r朝 日ジヤーナル』1985年4月1日 臨時増刊号、7頁 。
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なかったサイズの雑誌でありかつ日本初のオールグラビア誌でもある、既製服を扱った雑誌で 「アン

ノン族」という流行語を生んだranan』(1970年 創刊、模倣誌に集英社 『non.no』)、或いは"Magazine

fbrCityBoys"を 謳いカタログ文化の享受者としての 「ポパイ少年」を生んだものとして注目された

『POPEYE』(1976年 創刊、模倣誌に講談社 『HotDog-PRESS』)な どは、代表的なものである。『平凡』

は 「見る雑誌」として視覚的要素に訴える初の大衆雑誌であった。創刊から商業デザイナー大橋正を

起用した 『平凡』以降、平凡出版は視覚的経験を重視した編集を行い、『週刊平凡』以降堀内誠一を起

用していく。こうした戦後大衆雑誌の原点として 『平凡』を位置づけることが出来よう。

更に筆者が注目するのは、平凡出版が開拓してきた雑誌読者層の質である。戦後若者文化史に対す

る従来の社会学的研究におけるlg60-70年 代の記述は大学生に代表される 〈モラ トリアムの担い手〉

の文化の連続性のみを強調する偏ったものがなされていた。 しかし筆者が既に別稿で論じたように

1960年 代の若者においては勤労青少年が大多数であり、1960年 代の 〈勤労青少年〉〈モラトリアムの

担い手〉から70年 代の〈モラトリアムの担い手〉へ、という2元 から1元 への移行が起きたのである。

したがって若者文化史を論じる際にも、従来の1元 的な流れだけではなく2元 から1元 へという流れ

を踏まえた上で論じるべきである7。このことを念頭に置くとき、平凡出版の雑誌創刊の流れはこの移

行と重なっていることに気づく。すなわち、主に勤労青少年を対象とした 『平凡』・若い男性を対象と

したはじめての週刊誌である 『平凡パンチ』・そして 『anan』『POPEYE』 への流れは、先に見た2元

か ら1元 への移行にほぼ沿ったものであると言えよう。

以上の点において平凡出版の雑誌は昭和戦後期の大衆文化とくに若者文化を考える上で有効であ

り8、本稿で扱う時期の 『平凡』はその原点に位置する。この時期の 『平凡』の受容形態を検討する意

義には以下に見る通時的意義と共時的意義の2つ の意義がある。

第1に 通時的意義について述べたい。戦後日本の文化と社会意識を雑誌を軸にして明らかにする試

みが様々な研究者によって進められているが、1950-55年 における 『平凡』の受容経験を明らかにし

上述した諸大衆雑誌を軸とする戦後大衆文化の展開に位置づけることは、大衆雑誌を軸に戦後日本の

文化と社会意識の研究を進めていく上で不可欠である。

7拙 稿 「戦後日本におけるr勤 労青年』文化一 若い根っこの会会員手記に見る人生観の変容一 」r京 都社会学

年報』第8号2㎜ 年、98403頁 。

8「 平凡出版」時代においては、マンガ雑誌は創刊されていない。また、 「マガジンハウス」以降、 『パンチザウ

ルス』(1989年)『 コミックアレ!』(1gg4年)が 創刊されているがいずれも短命に終わっている。にもかかわら

ず平凡出版の雑誌を戦後大衆文化 ・若者文化を考える際の主軸に据えるのはなぜか。井上俊は 「現代文化を大きな

枠でとらえようとするなら、少なくとも都市、消費、情報という三っの要因に注目する必要がある」 「さらに、こ

れらの要因との関連で、いわゆる 『国際化』あるいは 『グローバル化』という特徴をつけ加えてもよいだろう」と

言う(井 上 「現代文化のとらえ方一 都市 ・消費 ・情報一 」井上編 『新版 現代文化を学ぷ人のために』社会思

想社1998年 、2頁)。 この3つ 或いは4つ の要因を鑑みると、平凡出版の雑誌の流れにはこれらの要因が揃ってい

る。したがって、この流れを捉えることは、戦後大衆文化 ・若者文化を把握する上で極めて有効であると言えよう。
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第2に 共時的意義 について述べたい。 この当時の 『平凡』は、『主婦の友』『ロマ ンス』9『 ラッ昌

一』10等 の既存の大衆雑誌 に影響を与える とともに、『東京』『明星』等の新たな模倣誌 を生んだ。 こ

れ らのことか らもr平 凡』が 当時の大衆雑誌の中心的存在であったと言える。『平凡』の受容経験を則

らかにす ることは、当時の人び とがどのよ うな経験 を大衆雑誌の受容か ら得て いたかを明 らかにす そ

ことにつなが ると言えよ う。

1-2.r平 凡 』 の沿 革及 び 問題設 定

1945年10月 岩堀喜之助 を代表とし清水達夫を編集長 とする5人 が合資会社凡人社(1954年 よ り耳

凡出版株式会社、1g83年 よ り株式会社マガジンハウス)を 創立 した。岩堀が 『陸軍画報』発行人中口

正男か ら用紙権を11、 平凡社創業者下中弥三郎か ら 『平凡』の登録権を譲 り受け、同年11月 創刊号力

発行 された。創刊号は、A5版 の 「中途半端な」(清 水12)娯 楽 読み物雑誌であった。用紙事情か ら194

年末 まで 『平凡』は毎号発行 されたわけではな く、17冊(1巻1号 、2巻1-8号 、3巻1-7号 、4巻

号)刊 行されている。 この当時の 『平凡』 は文芸娯楽誌であったが、グラビアが存在 していたことβ

び読み物にお ける企画にのちの 『平凡』への連続性を見出す ことが出来る13。

読み物における企画に関 しては、次章において詳細 に検討す る、 「歌と映画」を2本 の柱 とし ㈲

行歌 を媒介する)ラ ジオと映画という2つ のメデ ィアと結びつ くのちの 『平凡』への連続性を、見置

すことが出来る。それは、ラジオや映画を扱った企画や 「お宅訪問」のような企画においてである14。

91946年 に創刊されたrロ マンス』は、本稿で検討している時期以前最も影響力を持った大衆娯楽誌である。 『[

マンス』については、塩澤実信 『創刊号に賭けた編集者 戦後出版文化史[下]』 論創社、1987年 、ほかを参照

10『 ラッキー』については拙稿(「 『平凡』読者の連帯と戦後大衆文化」 『マス ・コミュニケーション研究』60号 、

2002年 、掲載予定)注16を 参照。

11休 刊に至るまで第3種 郵便物認可の日付が 「昭和8年4月11日 」 となっているのは
、 『陸軍画報』時代の認百

が継続していたからであるという。この認可は 『陸軍画報』の前身であり1933年4月 に創刊されたr陸 軍』(陸 同

毅行所)が 取得したものである。1934年1月 に発行権が平凡社に移りr陸 軍画報』と改題された。このあと193

年4月 に発行権が陸軍書報社に移され1945年9月 に休刊し、その権利が凡人社に移ったのである。このことは浜齪

廣氏からの御教示による(2001年3月16日)。

12無 署名 「十代の人気もの雑誌 『平凡』をハダカにする」 『週刊サンケイ』1954年9月12日 号
、4頁 。

13グ ラビアに関しては1947年3巻6号 より巻頭にモノクログラビアが登場している。これは4頁 であったが、F

年発行の3巻7号 ・4巻1号 においては8頁 となっている。内容は、例えば3巻7号 においては芸能界カップル:

頁 ・映画紹介4頁 ・広告(コ ロムビアレコード)1頁 となっている。ただし、これらのグラビアを同時期の 『キ)

グ』 『主婦の友』と比較してもそれ程大きな差異は感 じられない。したがって本稿の問題関心からいえば問題とづ

るべきはやはり1950.55年 のグラビアであり、この検討は2章2節 に譲 りたい。

14具 体的には、サトウハチロー ・並木路子 ・万城目正 「リンゴの唄楽屋ぱなし」(1946年2巻4号)早 乙女武 「耳

宝撮影所訪問記」(同)特 輯 「話の泉楽屋話」(47年3巻4号)風 上甲 「ユーモア探訪記 のど自慢コンクール」

(同年3巻5号)「 花形訪問記」(46年2巻7号)サ トウハチロー 「流行歌今昔記」(47年3巻2号)「 レヴュ亡

今昔記」(47年3巻5号)南 部僑一郎 「すたでいお風流記」布施たけ代 「大下ホームラン王訪問記」(47年3巻 ・

号)ぶ ち ・えびきゅりあん 「当代流行歌手評判記」(47年3巻5号)南 部僑一郎 ・淀川長治 「スタアロマンス 瑚

画結婚行進曲」(47年3巻7号)な どを挙げることが出来る。
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そ して1948年2月 号よ り、流行歌 と映画を編集の2本 の柱に据えた大衆娯楽雑誌 として、B5判 化

した。このリニュー アルは読者の圧倒的な支持 を得、lg55年 までの間大幅 に部数を伸ば した。1948

年2月 号の発行部数 は4万 部であったが1953年1月 号は 「百万部突破記念特大号」と して発行 され、

1955年6月 号は140万 部 を発行 した。 とりわけ1950年 代 前半にはその躍進が社会現象 として注目さ

れ様々な メディアによって取 り上げ られた15。 この時期が、第1の 躍進期である。その後部数 は100

万 部 を切 っていたが1970年 代 前半には再び部数が躍進 し1974年2月 号には創刊以来最高の部数であ

る153万 部 を発行 した。これが第2の 躍進期であり、この間の1973年9月 号にはAB判 に改められた。

このあと1987年12月 号 をもって休刊 した。

『平凡』をめぐる従来の論考においては この1950-55年 に重点 が置かれて いた。その系譜 において

は鶴見俊輔 らによって1953年 京 都大学 人文科学研究所で行われた 「平凡を読む会」16、そ こでのコメ

ン トをまとめた鶴見 「見る雑誌の登場」をまず挙 げる ことが出来 る17。 これは 『平凡』の 「見 る雑誌」

としての斬新 さに着眼 したものであ り、『平凡』に対する知識人の評価が低か った時代に 『平凡』に積

極的な意義を見出 した先駆的な業績である。この 「見る雑誌」論を引き継 いだ論者 に江藤文夫がいる。

江藤は 『平凡』か ら 『週刊平凡』『平凡パ ンチ』への流れを 「見る雑誌」から 「(雑誌に書かれた情報

をもとに生活 を)す る雑誌」への流れ と位置づけた。また、江藤 は第1の 躍進期 に戦後大衆文化 にお

けるさまざまな企画の原型がある ことを指摘 して いる18。 江藤 のこの指摘 に依拠 しこれ らの 「見 る雑

誌」論 においては捨象されていた読者の姿を検 討 し当時の読者層 の核に連帯意識が存在 していたこと

を明 らかにす るとともにその重要性 を指摘 した論考と して、筆者 による ものが ある19。 これ以外の論

者と しては原喜美 ・吉澤夏子がいる20。

本稿で検討す る時期 における 『平凡』の読者 間での相対的位置の高さは、『平凡』を通 したどのよ

うな経験と結びついていたのであろ うか。『平凡』にお いては多岐に渡るテーマが扱われている。たと

えば清水は1g52年 当時編集の狙いを"7S"と している。そ の7Sと は、襖,面 ・舞苔 ・敦藷面 ・セ梶ス・

ス ト　リイ

スポー ツ ・スタイル ・物 語 であるという21。だがその中で最も重要であると言えるのが 、"歌 と映画

15た とえば、田中勇 「岩堀喜之助という男 一〇〇万雑誌 『平凡』の秘密」 『週刊朝日』1954年9月5日 号。

16「 平凡族を分析する」 『学園新聞』1953年6月1日 号
。

17鶴 見俊輔 「見る雑誌の登場」 『大衆芸術』河出書房
、1954年(の ちに 『限界芸術論』勤草書房、1967年 、に収

録)。

18江 藤文夫r見 る雑誌する雑誌 平凡文化の発見性と創造性』平凡出版
、1966年 。

19拙 稿 「r平凡』読者の連帯と戦後大衆文化」

20原 喜美 「青少年向け娯楽雑誌 『平凡』にあらわれた価値指向」r国 際基督教大学学報1 -A教 育学研究』7-1960

年、吉澤夏子 「性のダブル ・スタンダー ドをめぐる葛藤 『平凡』における(若 者〉のセクシュアリティ」青木 ・

川本 ・筒井 ・御厨 ・山折編 『近代日本文イヒ論8女 の文化』岩波書店、2㎜ 年。

21岩 堀喜之助 ・八木沢文雄 ・窪田幸茂 ・清水達夫 「座談会 働く人々の家庭雑誌 『平凡』」r新 刊ニュース』1952

年2月1日 号、5頁 。
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の娯楽雑誌"と いうコ ピーに象徴されるよ うに編集 の柱 となった"歌 と映画"で ある。 したが って以

下この2つ との結びつきに焦点 を絞 り検討 していきた い。

2誌 面の構成とその受容経験

2-1第 一の躍進期 における誌面の内容 とその受容経験

それでは、第1の 躍進期である1950-55年 における誌面の内容はどのようなものであったのだろう

か。そしてその受容はどのような文化的経験だったのであろうか。1948年2月 号のリニューアル以降

同年5月 号からサプタイ トルとしてつけられた"歌 と映画の娯楽雑誌"と いうコピーに象徴されるよ

うに、『平凡』は流行歌と映画を2本 の柱としていた。したがって、たとえば 「まだテレビが普及して

いないとき、映画とのつながりによって立体的な編集をし、大衆の心理を巧みに把握 したことが、こ

の雑誌の成功の最大の原因であった」22という理解だけでは一面的であると言えよう。冒頭に述べた

問題を考えるにあたっては、(流行歌を媒介する)ラジオと映画の両方を考えなければならない。以下、

ラジオと映画という2つ のメディアとの結びつきに着目して議論を進める。

まず、図4を 見てみたい。これは 「百万部突破記念特大号」と題された1953年1月 号の目次であ

る。この目次は見開き2頁 のものであるが、右頁の中央には連載小説5本 と他の小説3本 が記載され

ている。一方左頁中央部にはグラビアのタイ トルが記載されている。その左隣には映画のス トーリー

を紹介する2本 の読み物が記載されている。そして小説 ・グラビア ・映画物語のタイ トルが記載され

た上下には座談会等の様々な読み物のタイ トルが記載されている。これらのこと、とくに小説とグラ

ビアがそれぞれの頁の中心に記載されていることから我々が考えることができるのは、この当時のr平

凡』においてはグラビアと小説は同じくらいの重要性を帯びたものではなかったのか、ということで

ある箪。例えば次の投書を見てみたい。

「僕は太平洋戦争で左足大腿部より切断左足右手背中にまだ弾片を二十数個入れている元海軍傷疲

軍人ですが日夜家業にはげみつつ 『平凡』昨年六月号からの大ファンです。毎月同じところを二度も

22山 田實 「講和条約発効前後とマス ・メディア」山本文雄編著 『日本マス ・コミュニケーション史 【増補】』東

海大学出版会、1970年 、279頁 。

23戦 前の代表的な大衆雑誌であるrキ ング』r主婦之友』においてグラビアは質量ともに従属的な扱いでしかない
。

まず 「質」においては、この時期の 『平凡』はグラビアのレイアウトに商業デザイナー大橋正を起用し視覚に訴え

るものであったのに対し、上記の雑誌において(グ ラビアだけではなく誌面全体の)レ イアウトは凝ったものには

なっていない。次に 「量」においては、戦前の 『キング』 『主婦之友』においては雑誌全体の殆どが本文に用いら

れており、グラビアは従属的な扱いでしかない。たとえば 『キング』の場合1冊 が5～600頁 以上ある場合でもグラ

ビアに割かれているのは1割 弱である。
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i度 も読んでは次 号を待 っています。『友の会』の皆様お便 り ドさい。 ・日f秋 の思 いで待ちます」24。

図4r平 凡 』1953年1月 号 目次

資料提供1株 式会社マガジンハウス

この投,1}にお いて は 「読んでは」という表現が使われており 「.見ては」という表現が川 いられて い

るのではない。同様の表現 を川いた投li}は他 にも見ることが出来る。すなわち 「見る雑誌」 という把

握だけではこぼれ落 ちる経験があるのではな いだろうか。また誌面すべてを小稿で検討す るのは不1σ

能である。そのため、本 章では誌面の軸 とな った小説 とグラビアの双ノ∫に渡 って誌面の検討を行う。

その際以 ドの2点 を念頭 に置 き検 討を進めていきたい,,そ れは第1に 、先述 したようにあくまでもラ

ジオと映lllliとの 結びつきに着llす ることである。第2に 、序';tで も触れたように、あ くまで も第1の

躍進期である1950-55{ト に おける読 者=の経験を明らかにする ことに目rl勺を絞るということである。

あ とに見るよ うにこの時期 『'ド凡』は【・1覧によって 発行部数の何倍 もの人び との眼に触れていた。

そこにはおそ らく何 百ノ∫通 り或いはそれ以 ヒの 「読む1と いう行為があったはずであ り、その全てを

再構成することはイくロ∫能である。 したがって本 章においては読 者のどのような形の受容に向けて 『平

凡』にグラビアと小説が掲載されそれぞれが どのようにラジオと映画に結びついていたのかに着眼す

る。すなわち、「井かれた ものを,1}物 と して読む行為を組織する技術的 ・視覚的 ・物質的装置1ユ5に な

24hF凡 友 の 会 」 『'ド凡 』195〔}年7月}}
、129頁 。

ユ5シ ャ ル チ エ(長 谷 川 輝 夫訳)『
,1}物 の 秩 序 』 筑 摩.婁}房 、1996年,ll頁 。
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るべ く配慮 し、無数の読みの核となる ものを探求するので ある。それとともに読者投稿欄 ・関係者へ

のイ ンタヴューか ら得たデータをも用いる。

2-2グ ラビアの受容経験

まずグラビアについて見ていきたい。グラビアの種類は、スタアの私生活や仕事の風景を見せるも

の ・スタアの家庭訪問 ・ラジオ番組や映画の撮影現場の紹介 ・スタアの対談風景 ・芸能ニュースをは

じめとして多岐に渡っている。たとえば、1948年8月 号グラビア頁には茅ヶ崎海岸の上原謙夫妻が掲

載されている。これは 「スターの家庭訪問」特写の第1回 目であった。1950年4月 号では3頁 に渡っ

て満12歳 を迎える美空ひばりの新居を紹介し、「美空ひばりちゃんの朝から夜まで」と題し全家族と

彼女の一日のスナップ写真を掲載している。1952年11月 号では 「NHKラ ジオ特別番組 ・映画スタア

紅白 『二十の扉』を誌上テレビ放送としてグラビアで紹介 している。そのリー ド文には 「ああ 顔が

見たいな…ラジオを聞きながら溜息をつかれる皆さん!さ あこれから 『平凡』がお送りする誌上テレ

ビ放送をお楽しみください」と記されている。このように、グラビアは普段まず目にすることの出来

ないスタアのいきいきとした姿を見たいという人びとの欲望に応えようとしたものであると言えよう。

これらとは別にグラビアのためにロケ等を行いそこで撮影をした写真を掲載した企画も多く見ること

が出来る。これらも、この欲望に応えようとしたものであろう。たとえば1953年5月 号では、グラビ

ア4頁 で 「春はバスに乗って」と題 し映画スタア ・歌手30名 を配役して行った東京新名所観光バスめ

ぐりの様子が掲載されている。これは特に地方の読者を意識していると思われる。またグラビアと直

接記事が結びついたものも多く見られる。例えば、1948年3月 号から対談はグラビア頁に写真を載せ

本文にその内容を続けるようになった。同年6月 号からは 「希望対談」が掲載され、この号は高峰三

枝子 ・藤山一郎の対談が掲載されているが、グラビア最終頁から対談が始まり本文巻頭に続く 『平凡』

独自のスタイルが出来上がった。またこの号は歌謡曲特集号でオフセットから ・グラビア ・本文と全

てが歌謡曲ブームに合わせられている。

1955年 に入社し第2の 躍進期に編集長を勤めた高木清氏によると 『平凡』のグラビアを代表する

ものを次の4つ に分けることが出来るという。それは第1に 、スタアの新居訪問である。第2に 、現

代劇のスタアに時代劇の格好をさせた企画や所属会社が違うスタア同士の顔合わせの企画など、映画

では見ることの出来ないものである。第3に 、映画のロケーション先にカメラマンが付いていったり

ローカルカラーのある曲がヒットしたときにその歌手をその土地に連れて行ったりしておこなう名所

旧跡の紹介である。第4に 出産や結婚などである26。

このようなグラビアを通した経験はどのようなものであったのだろうか。先に美空ひばりのグラビ

262001年10月7日
。
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アの例を見たが、鶴見は 『平凡』『明星』 を通 した経験 を次のように言う。 「ファン雑誌は、その読者

たちの、スターと直接に友達づきあいしているかのような幻想を与える。魚屋出身とい うことが、彼

女(注 、美空ひば り)に 独特の親近感を、大衆に抱かせた」27。たとえば作家の阿奈井文彦は、『平凡』

を通 した自身の経験を次 のよ うに語 っている。 「美空ひば りが、魚屋 『魚増』の長女で、妹に勢津子、

弟に益夫、武彦がいて、初舞台 は美空和枝の芸名で、九歳のとき、横浜宝塚の名人会に。好きな食べ

物は、スキヤキー といった くらいの ことは、九州 の山村に住 む小学生の私で も知悉 して いた」28。

このように、従来は神格化されて いたスタアの人間 としての姿 をグラビア ・記事は多くの天びとに伝

えたと言ってよい。辻道宣氏(マ ガジンハウス資料管理部)に よると、都市の映画館や地方 の巡回映

画のスクリー ンで しか見ることの出来なかったス タアが グラビアの中で読者に向かってにっこりと笑

って いるところに、読者 は親近感 を抱 いたのだ という。そ のためスチールやブ ロマイ ドを用いず、苦

労を して撮影 をしたのだ という29。江藤 は 「スターに関 して、平凡のお こなった もっとも大きな仕事

は、スター とファンとのあいだにも、上下でな い、 ヨコの関係をきず いていった ことである」30と 言

う。そ して次のように述べている。

「スターはファンにとって、仰ぎ見る存在であった。スターは ファンの"彼 岸"に いた。 スター は

スク リー ンのなかに住む架空 のイメージであった。『平凡』はそのスターを、ファンにとって身近な存

在にした。 ファンがスター に接する機会を、誌上で、 また家庭訪問や撮影所見学によ って、作って い

った。スター対談や家庭訪問は、スターの素顔や実生活を、ファンの前に見せるものであった。こう

してスターは、架空の世界にのみ生 きる"別 人種"で はなくなっていった」31。

以上からグラビアはラジオ ・映画の両メディアとつながっていたといえよう。だが、映画 ・ラジオ

のどちらにより直接的につながっていたのかといえば、次に見る、グラビアに流行歌の歌詞を掲載し

たことから判断することが出来るように、ラジオではないだろうか。

B5判 化とともにグラビアに起きた画期的な変化として歌謡曲の歌詞が掲載されたことを挙げるこ

とが出来る。高木氏によるとそれまでの人びとはラジオから流れる流行歌を聴くのみでその正確な歌

詞を知らなかった。歌詞を知りたいときには、ラジオで歌を聴きながら手で紙に自分が聴き取った歌

27鶴 見 俊 輔 『日本 の百 年1新 しい開 国』 筑 摩書 房1961年
、233頁 。

加 阿奈 井文 彦 「本 と歩 く5雑 誌r平 凡』 の 戦後 」 『諸君!』1996年10月 号
、238頁 。

四2001年10月10日
。 な お 、1951年 の全 国 の映 画場 は、常 設 の もの4366、 仮 設 の もの31865で あ り、仮 設 の もの

が 圧倒 的 に 多 い(自 治 庁税 務 部 調べ 、 『1954年 版 朝 日年 鑑』463頁)。

30江 藤文 夫rス タ ー そ の イ メー ジ と本 人 の間 』 毎 日新 聞社 、1968年 、84頁 。

31同 書
、85頁 。
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詞を書 くしかなかった32。 たとえば 「NHKの 『ラジオ歌謡』では、歌詞書きと りのための時間をわ

ざわ ざもうけて、ゆっく りと何度 もくりかえして歌詞 を読みあげるサーヴイス をしていた」33。 つま

り歌を聴 くだけではなく同時に歌手の顔 を見、且つ印刷 された歌詞をも見ることが出来る という経験

は、『平凡』によって可能になった経験であった。1948年2月 号の巻頭グラビア 「コロム ビア ・ヒッ

トソング集」で は映画スチール と歌手のポー トレー トが組み合わせ られ歌詞が掲載された。1953年7

月号よ り、 フロン ト ・ペー ジをヒッ トソング名場面とし歌手の写真と絵のバ ックを合成 した。 これ以

外の形でで も歌詞は掲載 されて いった。また、『主婦の友』『ロマンス』『ラッキー』においても 『平凡』

躍進以降 グラビアに流行歌の歌詞が掲載 されるようになって いる34。 ところで 『平凡』 グラビアに掲

載 された歌詞か ら読者 は流行歌の正確な歌詞 を知るのみにとどまっていたのであろうか。例えば以下

の投書 を見ると、グラビアで知 った歌詞を実際 に歌っていた ことを窺 うことが出来る。

「平凡片手に大好 きな歌謡曲をうたってたの しんで います。"歌 は世につれ、世は歌 につれ"わ れ

われ若人に とって歌が無かった ら、こんなつま らない世の中はないと確信 しています。歌、歌、さア、

友の会の皆様、明るく唄ってくらしましょう」35。

この歌詞掲載は2っ の形に進化 している。その1つ は歌本であり、もう1つ は 「平凡アワー」であ

る。

194g年1月 号にはじめて附録に付けられた歌本は持ち運びに便利なサイズのもので、スタアの写真

とともに流行歌の歌詞が掲載されていただけではなく、楽譜も掲載されていた。この歌本の受容のあ

り方として、たとえば鹿島茂は1957年 の回想として実家の酒屋にいた女店員がラジオで紅白歌合戦を

聴きながら歌本で一緒に歌うことを楽しみにしていたことを述べている36。また、楽譜が掲載されて

いることから、楽器を誰かが弾きそのまわりで人びとが歌を歌うことが、大衆的に可能になった。以

下に見る投書においては楽器が用いられていたのかどうかは不明であるが、歌本を用い大勢で歌を歌

うという経験が綴られている。

「十月十九日、私の工場の労働組合主催の 『三つの歌』がおこなわれました。 トップを切って執行

322000年8月18日
。

33r創 造 の四 十年 マ ガ ジ ンハ ウス の あゆ み』 マ ガ ジ ンハ ウス
、1985年 、75頁 。

鱗 誌面 全体 の 構成 や 誌 面の レイ ア ウ トも 『平凡 』に似 た もの とな って いる
。また 『主 婦 の友 』はr婦 人倶 楽 部』r婦

人生 活』 『主婦 と生活 』 とと も に1956年A5判 か らB5判 に移 行 した。

35「 友 の会 」 『平 凡 』1951年3月 号、195頁 。

36鹿 島 茂 「『平凡 』 『週 刊 平凡 』 『平 凡 パ ンチ 』」 『この人 か らは じま る カ ップ ラー メ ンか らキ ャバ レー ま で』

小学 館 、2000年 、81頁 。
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委員長が 『炭坑節』をは りきって唄ったのには満場大笑 いで した。あま り面白いので来賓席の工場長

まで出てきて唄ったので、驚 いて しまいました。いつも闘争だ、賃金値上要求だなどと、いかめ しい

ことを云っている組合役員 も、 この 日は皆ニコニ コして いま した。出場の順 を待つ人も、見物 してい

る人も、皆平凡附録の 『三 つの歌』を一生懸命 にのぞ いています。私 も 『三つの歌』 を二冊、出演者

に貸 してや りましたが、そ のおかげか 、三つとも唄えたので、 とても嬉 しか ったです」37。

グラビア とラジオのつなが りにおいて画期的であったのは、1951年11月1日 に始 まった 「平凡ア

ワー」である。 これは 「雑誌の グラ ビアを耳できく、編集の立体化 を試み」た(清 水38)も のであっ

た。た とえば番組 開始直後の11月4日 に、先に見た 「希望対談」の企画で灰田勝彦が東京 ・パ リの国

際電話を通 してパ リに住む高峰秀子 を呼びだ し彼女の近況 を聞いた。この録音は15日 に放送され 、22

日発売の1952年1月 号にグラビアとともに掲載 された。

1952年8月 号か らはグラビア歌ページと 「平凡アワー」の立体編集が行われた。ここでは 「歌のプ

レゼ ン ト お好み歌謡曲」 と題 した頁に流行歌の歌詞が歌手のポー トレー トやその歌を主題歌として

いる映画のスチール写真 とともに掲載され、その頁 と対応する番組の放送 日時が記載されている。そ

れ までは直接 『平凡』 とは関わ りのないラジオ番組を聴 きなが らグラビアに掲載 された歌詞に目を向

けることしかできなかったが、「平凡アワー」によ り、グラビアに掲載された歌詞 とラジオ番組 とが直

接 リンクしたのである。1956年 以 降 「平凡 アワー」の司会を務めた玉置宏は次の.ように述べて いる。

「『平凡 アワー』とい うのは、『月刊平凡』とラジオによる音 との立体編集 という、まった く新 しい

試みですね。『ただ いま発売中の 『平凡』の何ページをお 開き ください。誰々 と誰々がにこやか に誌面

でほほえんでお ります。では、お二人の対談をラジオを通 してお聴きください』 というのが企画の中

心。番組の中で流す 曲に しても、コロム ビアと提携 していて、『何ページの歌詞を見なが ら、ご一緒 に

お歌いください』と。そのペー ジを開くと、そ こが今 の歌本のよ うにな っているんですね」39。

そ して先に見たように 「平凡アワー」においては単に流行歌が流されただけではなかった。1954

年11月 号には平凡アワーで放送する立体グラビア 「ウェディング ・ベルが盗まれた」が掲載されてい

る。これは江利チエミ・雪村いつみ ・石浜朗 ・有島一郎らが出演するラジオドラマに対応 したもので、

登場人物の姿に扮したスタアの姿の写真がセリフとともに掲載されている。また放送日時も記載され

37「 友 の会 」 『平凡 』1953年1月 号 、166-7頁 。

38清 水 達夫 「編集 面 か ら見 た社 史 」 『読 者 とと もに20年 平 凡 出版 株 式会 社 小 史』 平凡 出 版
、1965年 、34頁 。

39玉 置 宏 ・千秋 与 四 夫 ・上野 修 ・高橋 基子 「座 談会 エ ピ ソー ドが い っぱ い!話 題 を集 めた 平 凡の 放 送番 組誕 生 秘

話」 『トー キ ングマ ガ ジ ン人間 平凡 出版株 式 会社35周 年 小史 』平 凡 出版 、1980年 、31頁 。
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て いる。1955年1月 号の第83回 「希望対談」 には春日八郎 ・青木光一 ・三浦洗一の 「平凡アワーで

放送す る立体対談」が掲載 されている。 これは既に放送済みのものであるが、銭湯での3人 の姿が3

人 の ヒッ ト曲の歌詞とともに掲載されている。「希望対談」のグラビアにおいてはグラビア最終頁から

本文巻頭 に続くスタイルがなされた ことを先述 したが、 これもそ うした構成 になって いる。

周知のように、テ レビ普及以前におけるラジオの聴取スタイルは、家族で1台 のラジオを囲み耳 を

澄 ます のが一般的であった。これ を考 える と、家族で ラジオを囲み 『平凡』のグラビアを見なが らス

タアの会話を聴 いた り歌詞を見て歌を歌っていたと考えることが出来る。 また誌面に掲載された対談

が既に放送されている場合でも、その放送 を聴取者は家族揃って聴 いている可能性が高い。既に放送

されたスタアの声や対談の内容 を思い浮かべなが ら家族で頁をめ くっていたのではないだろうか。

本章ではグラビアと小説 を別個 に検 討しているが、両者が相互 に関わ り合い更 には映画 ・ラジオ と

もリンクしているものも見 られる。たとえば、1952年11月 号 には 「ようこそ1オ ブライエンち ゃん」

と題 したモ ノクログラビアが7頁 に渡 って掲載されている。 これは、美空ひば りと映画で共演す るア

メリカの子役マーガ レッ ト・オブライエ ンが撮影のため来 日したときの様子を紹介 したものである。

グラビアのうち2頁 にはひばりとの対談が掲載されている。そ してその内容の一部が既 に 「平凡 アワ

ー」で放送された ことがグラビアに記載されている。また120-130頁 において出演映画の原作小国秀

雄 「二人の瞳」が掲載 されている。 グラビア ・小説 ・映画 ・ラジオの このよ うなよ り複雑な連関 も見

られ る。

以上 『平凡』にお けるグラビアとラジオの連動を検 討したが 、視覚的要素と聴覚的要素が、テ レビ

普及以前の大衆雑誌において組み合わせ られて いた。 これはテ レビ普及以前にスタアの動 く姿を見る

と同時にその声を聴 こうとした試みであったと言えるが、実際にテレビの登場以降、『平凡』はテ レビ

ともタイアップ し、3本 の番組 を放映す ることになる。まず1957年1月 よ り冊日本テレビで 「ワイ ド

ショーのはしり」(中 丸巌 ・マガジンハウス資料管理部部長41)と 言 える 『平凡芸能ニュース』(15分

間)が 放映された。次 に、1961年2月 か らフジテ レビで 『平凡歌のバースデー ・ショー』(30分 間)

が 放映された。 これは、毎週、その週が誕生日に当たる芸能人 とそのゲス トの芸能 人を招き持ち歌の

交換をす るもので、ライバルの歌 を歌うということは当時考 えられず、人気番組であった。担当ディ

レクターだった千秋与四夫によるとフジテ レビで最初 に視聴率30%を 越 えた番組であ り、音楽バラエ

テ ィー番組 として もはじめて30%を 越 えた番組であるという42。最後に、1961年12月 よ り翌年5月

まで日本テ レビで 『平凡歌のペナ ントレー ス』(30分 間)と い うのど自慢番組が放映された。本節で

40『 読 者 と と もに20年 平凡 出版株 式 会社 小 史』 平凡 出 版1965年 で は1956年11月 か ら とい う こ とにな
って いる

(137頁)が 、 中丸 巖 ・マ ガ ジ ンハ ウス 資 料管 理部 部 長 によ る と、 これ は 誤 りで あ る とい う(2000年7月24日)。

412㎜ 年7月24日
。

42玉 置 ・千 秋 ・上 野 ・高橋
、 前掲 座談 会 、31-2頁 。
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検討したグラビアとラジオの連動の最終的な形態がこれらのテレビ放映だと言えるのではないか。

2-3小 説の受容経験

次に小説について見ていきたい。リニューアルした頃の 『平凡』が部数を伸ばしたきっかけに、1949

年3月 号から連載された小糸のぶ 「乙女の性典」を挙げることが出来る43。これは、1948年5月 号か

ら連載された子母澤寛 「お役者小僧」とともに二大連載小説として部数の伸張に好影響を与え、1949

年9月 号は10万 部が発行された。

これ以降連載小説は映画化を目的として企画され、またその主題歌は必ずレコー ド化された鱗。た

とえば、1954年7月 号から連載された中野実 「ジャンケン娘」は美空ひばり・江利チエミ ・雪村いつ

みの 「三人娘」の初共演作品として東宝から映画化された。1955年12月 号ではその封切りを伝える

グラビアに3人 が登場している。これにはモノクログラピア3頁 に撮影風景等の写真が掲載されると

ともに映画のなかで3人 が歌う4曲 の歌詞が掲載されている。そしてこれらの歌が 「平凡アワー」で

流される予定であることも記されている。小説が映画とりンクするだけではなくグラビア ・ラジオと

もリンクしているのである。

こうした小説に対し読者はどのように接していたのか。毎号小説が掲載されたあと読者からの声を

紹介している場合があるので、その代表的なものを以下に挙げるが、これらから我々は次の2つ の意

識を読みとることが出来よう。それは第1に 小説に現在の我々からは過剰ともとれる思い入れをもち

連載小説を日々の支えとする意識である45。第2に は、映画を支えにするとともに、自分たちの映画

を自分たちで作り支えていこうという意識である。

「志津子さんが幸福に暮らす 日までは、どんなに悲しく苦しい日がつづくことでしょう。志津子さ

んが早く幸福になりますように次号を楽しみに待っています」"。

「中野実先生のジャンケ ン娘は、とて も面 白く、家中みんなで大喜びで読みます。この小説は、映

画にはな らないので しょうか。それか らジャンケ ン娘三人を読者か ら募集 した らいかがで しょうか」47。

43「 乙女 の性 典 」 の連 載 の いき さつ につ いて は
、清 水達 夫 『二人 で一 人 の物 語 マガ ジンハ ウ スの 雑誌 づ く り」 出

版 ニ ュー ス社 、1985年 、143-8頁 、 小糸 の ぶrわ が歳 月』 ふ らん す堂 、1994年 、75,8頁,ほ か を参 照 。

鱒 清水
、 前掲 書 、135頁 。

45こ の意識 につ いて は
、近 現代 の 人 ぴ との意 識 にお け る新 聞 ・雑 誌 の 連載 小 説 の位 置付 け の変 遷 を も踏 まえ 今後 検

討 して い く必要 が あ るで あ ろ う。

鱒 『平 凡』1954年4月 号123頁
、 「哀愁 日記 」 に寄 せ られ た投 書 。

47『 平 凡』1954年10月 号 、221頁 。
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「村上元三先生の 『八洲遊侠伝』 は、平凡 を受 け取 ります と、まっ先に読みます。毎月が待ち遠 し

く、親類の者 にもお見せ して大評判です。 お町 と源太郎は どうなるので しょうか?」48。

「富田先生の姿三四郎は僕の飯より大好きな小説です。次号が待ち遠しくてなりません。大映で映

画化されるときは、ぜひ菅原謙二さんと若尾文子さんのコンビでねがいます」49。

最後の投書が掲載された号に掲載されている別の連載小説のうしろには次のような編集部のコメン

トが記載されている。

「(略)ほか、多くの皆様から、映画化のご希望がたくさん寄せられています。先月号でもおしらせ

いたしましたように、松竹で中村賀津雄さんと野添ひとみさんに、東映で東千代之介さんと田代百合

子さんに、大映で、市川雷蔵さんと若尾文子さんにというふうに、皆さんそれぞれご希望が違うよう

です。江戸に着いた安兵衛の活躍はいよいよこれからで、連載は一力年つづきます。山手先生もどこ

の映画がよいのか大へんお困りのようですからもう少しお待ちになってください」50。

我々は、これ らに、映画化に自身の声を反映させようという読者達の姿を読みとることが出来るで

あろう。また小説の作者の住所が毎号小説のあとに掲載されていることからも作家のもとへもこうし

た手紙が寄せられたことは想像に難 くない。作家の住所だけではなく1948年3月 号では巻末に 「映画

俳優住所録」が掲載され同年6月 号歌謡曲特集号では巻末に 「流行歌手住所録」が掲載された。この

あと毎号グラビア ・記事にスタアの住所が掲載されただけではなくスタア住所録が度々誌上付録また

は別冊付録として作られた。住所掲載は読者にとっては作家やスタアと実際につながっていくための

ものであったと言えよう。

また、この時期小説のタイ トルや配役の投票などが盛んに行われた51ほか、多くの読者参加企画が

行われた。たとえば、1948年3月 号には 「東宝撮影所へ愛読者招待」の募集記事が掲載されている。

48『 平凡』1955年5月 号、197頁 。

49『 平凡』1955年12月 号
、203頁 。

50『 平凡』1955年12月 号
、304頁 。

511950年7月 号から連載が始まった斎藤良輔 「女性三重奏」においては松竹 ・コロムビアとタイアップし 「ミス女

性三重奏」を募集した。 「ミス女性三重奏」応募者は7千 余名にのぼり、平凡 ・松竹 ・コロムビア三社の審査員に

より、コロムビア ・スタジオで審査が行われた。1952年g月 号では小説題名が読者より懸賞募集され、松竹とタイ

アップし全国女性から募集した女性の声を集めてストーリーとした新連載小説(小 糸のぶ執筆)が 始まった。懸賞

募集の結果は、当初の仮題 「女性の声」に決まった。1953年2月 号では美空ひばりの新 しい映画の役柄について読

者企画募集が行われた。1953年10月 号では 「ミス ・ミスター十代」募集が行われ、翌年4月 平凡選出のミス十代

岩熊美弥子が新東宝 「ママの新婚旅行」でデビューした。
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これは読者組織 「友の会」の月例撮影所見学へと発展した。1950年5月 号ではビクターとタイアップ

して 「高峰秀子の唄う歌」懸賞募集が行われ、この作詞募集は後年まで続いた。1951年10月 号では

映画会社とのタイアップのもと 「ミス平凡 ・ミスター平凡」が募集された。またコロムビアと提携し

た 「第1回 全国歌謡コンクール」が始められた。これらも実際にスタアの世界に読者がかかわってい

くものであり、これだけの参加企画がなされえた背景には、映画を支えとしつながっていこうとする

先に見た心性と同様のものがあったのではないか。「歌と映画」につながっていこうとする、人びとの

意識を、これらから我々は見出すことができよう。

更に小説は映画だけではなくラジオともリンクしていった。1954年8月 号から 「ラジオで放送する

日本で初めての立体絵物語」と銘打たれ中村錦之介と美空ひばりの2大 スタアが共演した 「明玉夕玉」

が連載された52。これをかわきりに 「ラジオで放送する立体絵物語」が掲載された。そして1955年 に

は3本 の小説が 「ラジオで放送する立体絵物語」として掲載されていた。これらはそれぞれの場面ご

との挿し絵が掲載され、中にはラジオで声を演じているスタアが登場人物の格好をして何らかの動作

を行っている写真が掲載されることもあった。またそのラジオ ドラマの主題歌も掲載されていること

が多く、読者はラジオを囲み 『平凡』誌面に目を向けて番組を聴取していたと思われる。このような

形式は、ひとりが音読し周囲がそれに耳を傾けるという、音読を伴った共同体的読書形態と同様のも

のと考えることが出来る。なぜなら、音読をする者の声が電波に乗り視覚的要素が加わっただけであ

ると考えられるからである。その点では先の 「平凡アワー」の例と同様であると言えよう53。ラジオ

で放送されたものの中には1955年7月 号から連載された北条誠 「ただひとりの人」のように映画化さ

れたものもあり、小説 ・ラジオ ・レコー ド・映画が連動したより複雑な形態のものも見られた。

以上グラビアと小説を通して、「見る」「読む」というだけではない家族ぐるみの共同体的な受容の

ありかたを検討した。この受容は、同時に 「(ラジオを)聴 く」「歌う」「(読者参加企画に)参 加する」

という共振性を伴うものであった。

2-4こ のあ との誌面構成 とその受容経験

以上本章においては 『平凡』の1度 目の躍進期である1950-55年 の誌面とその受容経験を、グラビ

アと小説に分けて検討してきた。それでは、この時期以降、誌面の構成はどのようになり、それとと

もにその受容経験はどのようなものになるのであろうか。それを簡単に見ておきたい。

52「明玉夕玉」に関しては加藤安貞構成 ・編集r平 凡特別編集 「あなたの美空ひばり」 十三回忌メモリアル 完

全復刻版』マガジンハウス、2001年 、222-3頁 、 も参照。

53音 読を伴った共同体的受容経験に視覚的要素が加わったメディアとして
、紙芝居を挙げることが出来る。戦後に

おける紙芝居のピークは1950年 代前半でこの時期にはプロの紙芝居師が全国に5万 人いた。このピークと 『平凡』

の躍進が重なるのも、その受容経験に共通したものがあったからではないか。
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図5は 第2の 躍進期である1972年3月}}のll次 で ある。横,1}きの 目次 には ヒか ら1カ ラーペー ジ」

「グラフ」[2色 ページ1が 記載 され、残された小さな スペースに 「よみ もの」が記械されている。目

次の この構成か らも、この時期には連載小説がな くなるとともに誌面全:体がグラビア優位にな ってい

ることが、理解で きよう。そのグラビアにおいては、読者か らの作詞募集の人選作がその作lll「1を歌う

歌fの 写 真とともに掲載されているものを除いては、歌詞は掲載されていない(歌 本はこの時期にも

付録 として付け られている)。またラジオ 「'F凡アワー」の放送は続 いているが、グラビアにおいては、

いド凡アワー」の地方公開録 音の様 」孔が紹 介されて いるくらいで、グラビアを見なが らラジオを囲ん

で番組を聴 いた り或 いは歌った りという受容 に対応 したものではない。ここか ら、共振性 を伴った共

同体II勺受容 の要素が薄 くな っていることが理解できよ う。 更に15年 後の、休 「【川】近の1987年31P}

の 目次が図6で ある。 これ は、グラビアがよ り誌面の中心 になった構成になっている。

図5『 平凡』1972年3月 号 目次

資料提供:株 式会社マガジンハウス
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図6『 平凡』1987年3月 号 目次

資料提供:株 式会社マガジンハウス

以 ヒ簡 単に見たように、第2の 躍進 期以降の 『平凡』誌面にお いては、連載小説の位置が失われて

いる。 またグラビア優位のもの となって いる。そのグラビアは、共振性を伴 った共同体的受容経験の

要素が薄 くなったものになって いる。以Lか ら、本阜2、3節 で検討 した受容経験が、時間とともに薄

れていったことが理解できよう。そ して、第1の 躍進期 と第2の 躍進期の相対的位置の差 異は、この

受容経験の差異に基づ くのである。それでは、この共同体的受容を行 っていた読者の姿は如何なる も

のであったのだろうか。

31950年 代 前半 の読 者像

3-1読 者 層 の検 討

本稿で検討 している時期の 『平凡』読 者層を1953年 の読,i峯世論、澗査のデータをもとに明 らかに し

たい。1953年 を選んだのは、同年1月1}がIOO万 部 を発行 したか らであり、躍進期の読1皆層を㌶1るに

は適 当だと思われたからである。 まずり汝 比はほぼ'ト々である。図7は 、読 者層 を地域別に見た もの
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である。 ・'く大都市の読 κは 黛体の1割 強で これ と市部の読 ～fの合、li'が4割前後である。そ して読 者の

6割 前後が郡部r[1住で ある。 これ らか ら、kに 地 方で購読 されていることがわかる。1950年 の国勢調

査によると六人都ll∫とll培11を合わせた 人口比率が375%で 郡 部のそれが62.5%で あ る「4ことか ら、郡

部在住の 者が6割 前後を占めるという 『平凡』読 ～f層は、'1～時 の人口分布とほぼ重なっていたと言え

る。図8は 読 者の年齢層を見た ものである。読 占Lの年齢 は16歳 か ら2〔}代が 黛体 の約7割 を 占め、残

りの約3割 が30代 以 ヒである55。読 ～fの学歴を示 したのが図9で あるが、ここか らは中卒者が大'トで

あることがわかる。高等学校よ りも更に高い教育を受けた読 者はm%に も満たない。読 者の職業を男

女別に示したのが図10・11で あるが、男rを 示した図IOか らは読 者のg割 強が勤労 者である ことが

わかる。それ も社会の ド積みになって働 く人びとが大'トで ある。女 」孔を示 した ものが図nで ある。こ

れ は職業の 有無のデータのみで ある。無職が7割 以Lで あるが、階層的には男rと 同様の階層に属 し

ていると思われ る。また読,蕃泄 論調査は周知のよ うに16歳 以Lを 対象にしている。それよ り若い年齢

の人び とを対象にした 「学校読,1}調 査/が は じめて実施 されたのは1955年 で ある。ここでは、雑誌に

関 しては小学4-6年 生 及び 中'γソヒに調査がな されて いる。それ によると 『1'・凡』は中学3年 生の女r

の 調査結果に現れているに過ぎな い。

図71953年 に おけるr平 凡』 の読者層(地 域別)

毎 月借 りている

々買 っている

■六 尺韻;市

ロ市部

ロ郡部

'r∫1∫1℃ヒー)て し駈る

o累 20%.1〔 〕%61」 路8〔 〕毘1〔)o%

(出 典:毎 日新1葺梓1二編 『第7【呵読ll}世 論 匹;周陛』 毎 日斯 聞 社 、1951

年(復 刻 版,左 空 社.1997年)、63、7.1… を もと に 作 成)

54総 理 府 統計 局編 『ll'{和=卜1[年 国 勢
,;周査報告q)』 印 刷 庁、1951年 、34頁 。 な お.llf部 ・郡 部 の年齢"lj人 口構 成

比 には 殆 ど 差は 見 られ な い(同 『昭和d"〔{ll国 勢調 査 報 告(3)そ の1』 印 刷庁 、1952年 、96頁)。

551953年 の ・ド均 寿命 は 男6L9歳 ・4(65
.7歳 で あ る(厚 生 省 大臣官 房 壽イ己計 調 査.部編r第11i・1生 命 表』厚 生統 計 協

会 、1966年,m頁)。195〔 〕年 の国 勢 調 査を 再び締 け ば、 この 年 の年 齢 別 人ll構 成 比 は 、16歳 か ら20代 が24.9%

で3〔〕代以 ヒが37.6%で あ る(『 昭 和=卜1`年 国勢1凋査 報告(2)』1952{「 、32頁 、 『昭和=卜1`{卜 国勢 調 査報 告(3)そ

の1』 、24頁 、 よ り算 出)。
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図81953年 におけるr平 凡』の読者層(年 齢別)

時 々買 ・.,てい る 願16～19

ロ20代

〔]3〔}代

ロ40歳 以L

行∫≡月 じ斐一ノて=しΣる

〔[鬼2〔 〕%.1〔 〕%60%80%100毘

(出 典=毎 日新聞 社 編 『第了回読 、嗣1垢 侮 陪】査』 毎B新 聞 社.

195.1年(復 刻 版 、 人:空社,199了 年)、66頁 、 を も とに 作成 〉

図91953年 に おけるr平 凡』の読者層(学 歴別)

時 々買って いる

日9年 以 ド

ロ10～12ぞ サこ

ロ1:1年 以L

歪1正長1巳買 一りて し、る

0%2〔}%4〔 〕毘60%呂{跳1〔 〕{〕毘

(出 典1毎 日新 聞 社編r第7回 読 、1}世論 」轟】査』 毎B新 聞 社,

195・1年(復 刻 版,大 空 社.ig97年)、69頁.を もと に 作 成)

図101953年 におけるr平 凡』の読者層(職 業別 ・男)

∫i∫∫jf～午F〕『ζし、る

日.芋々 じ!一,rこ し}る

■農漁 裳者

目給料 生活 者

「]労務者

ロ商L巣 者

■自由裳

■その他

■学 生
1學1】℃了一♪『〔し、る

0%2〔}%1〔}%60%80%1〔 〕〔〕%

(出 典:毎 目 新聞 挫編 『第 了回`涜 酵 世論1;川査i』 毎 日新 聞 社.1951

年(復 刻 版.大 空 社 、1997年).↑2.T:1、 了7頁.を も とに 作 成)

図111953年 における 『平凡』の読者層(職 業別 ・女)

f年月f告 り　こし」る

1痔々 買 っ て い る
■有職 者

日無職 ～苧

右∫jlビ!一 りて し、る

0% 2〔」略 ・1〔}%60%S〔 〕器H}〔)%

(出 典=毎 日新 聞 社編 『第71111読 書 世論`茜】査』 毎 日新 聞 社 、195.1

年(復 刻 版 、 大空 社.[99了 年)、72.73、77頁.を も とに 作 成)
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3-2読 者 の共 同 体 的受容

前節で見たように、ジェンダー ・年齢 ・趣味趣向などによって対象が細分化 された現在の雑誌 とは

異な り、『平凡』は、ミーハー族 と呼ばれた若年層を中心に、よ り上の年齢の人び とにも読 まれて いた。

この ことか ら、先に挙げた 「平凡ア ワー」の受容 と同様家族での受容 を導き出す ことができよう。実

際、家族 ぐるみで 『平凡』を愛読 している、という投書が多く掲載されている。

「私共は五人家族ですがいつ も平凡を中心 にたの しく暮 してお ります。茶の間に平凡があれば一家

が平和です。ニコニコ顔、笑い声、明るい話題 にいつ もにぎわっています」56。

「ある夜平凡展覧会を一家そろって楽しく開きました。私のうちに平凡が十七冊たまりましたので

一列に並べてどの表紙が一番好きか、家族全員で投票したところ、一等は七月号(津 島さん登山姿)

でした。全国の皆様、いかがですか。おたくでもぜひ一度展覧会を開いてごらんなさい」57

それだけではない。先の 『平凡アワー』及びラジオ ドラマの受容が音読による共同体的受容と共通

した経験ではなかったのかということを指摘したが、実際に、誰かが音読をしそれを周囲が聞く、と

いうスタイルの受容もなされていたようである58。

「わが家で平凡の輪読会をはじめているこたつを囲みながら家中全部が順番をきめて凡ちゃんを

読む。夕食後のひととき、この楽しい行事はほんとうに家庭を明るくしてくれる。おたがいにかくし

きれない満足感に満たされている(略)」59。

この 「共 同体的な受容」は、家族にとどまるもので はなかった。原 は、1960年 の時点で 「読書世論

調査」のデー タか ら 「借 りて読む雑誌 としては、常に 『平凡』が第一位である」ωことを述べて いる。

このよ うに買って読む者よ りも人に借 りた り回覧によ り目にす る者の方が多い。次に見るように 『平

凡』を職場や地域等で盛ん に回覧 している61という投書が多 いことか らも、職場や地域のネ ッ トワー

56「 友 の会 」 『平 凡 』1951年6月 号、184頁 。

57「 友 の会 」 『平 凡 』1951年10月 号
、184頁 。

58「 夜 部屋 で 静か に平凡 を 読 む と、 自然 に私 の い らだ った 心 もや わ らぎ、 明 日も元 気 で働 こ うと心 に誓 うの です 」

(「 友 の会 」r平 凡 』1954年1月 号 、170頁)と い う投書 に見 られ る よ うに 黙読 に よ る受容 と いう スタ イル も多 く

見 受 け られ る。 したが って音 読 に よる 共 同体 的な 受容 を一般 化 す る もの では な い。

59「 友 の会 」r平 凡 』1951年4月 号、171頁 。

60原
、 前掲 論 文、247頁 。

61こ れ は、 「飢 餓作 戦 」 ・ 「凧揚 げ作戦 」 と 称 し 『平凡』 の 需 要が 高 い に もかか わ らず わ ざ と供給 を制 限 した岩 堀

に よ って 「つ く られ た 」部 分 もある で あ ろ う(岩 堀 の この作 戦 につ い て は、清 水 、 前掲 書 、157-8頁 、 を参 照)。
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クの中で多くの人々の眼に触れていたことを窺 うことが出来る。

「私は国鉄奥羽本線新潟機関区の機関助士です。平凡は毎月二十三日にとどきますが勤務の都合で

手に入らない時はもう終りです。それは僕より先に友達が読んで次か ら次へと渡って、誰がもってい

るかわからないという大にんきだからです。で、私の手に入る時は大好きな平凡はめちゃくちゃで、

おまけにみんな機関車乗りですから真黒です。どうしたらいいでしょうか?」62

「すば らしいニュースよ。私たちの町内では去 る六月号よ り順番をきめて、青年子女の家か ら、老

夫婦 の家庭 まで、平凡回覧をはじめま した。平凡君には、おつかれで御苦労さんなのですけど、でも

みんなに喜 んで戴けるので幸福ね」63。

「僕は鳥取県の片 田舎に住んでいる愛読者 の一人です。毎 月の ことですが二十二日の発売 日を楽 し

みに町に求 めに行きます。 ところが帰 るな り、見せて くれ、見せてくれ、といわれ ます。悪い気 はし

ませ んが、まア明 日にしてくれ とそ の後は一通 り目を通 し、翌 日か してや りますが、持ってかえった

らそれっき り、取 りに行 くと又貸 しで、次のお友達が読んでいる という。そ こへゆくと、また次だ。

ぐるぐる廻 って村内 を旅行 して しまう。 まさに平凡村内旅行 とい う図です」餌。

更に職場や地域のグループで 『平凡』を受容している、という投書が多いことからそうした形での

受容も多くあったと見ることが出来る。

「友の会野球 ファンの皆 さん。私は郵便局の一事務官です。先月局員の平凡フ ァンによ り凡人 クラブ

という野球チームを編成 しました。他局の平凡ファンのチームと昨 日試合をしましたが、熱戦の末我が

凡人クラブが五対三で勝 ちました。(三 文略)近 隣の平凡 ファンチームよ、ふるって挑戦せ られよ」邸。

「私は工場の技術養成工です。工場の昼休みに友人が読んでいた平凡の魅力にスッカリとりこにな

り、今では平凡が私の恋人です。工場の友達を調べてみると、平凡の恋人が多く居ました。そして、

誰からともなく 『平凡会』が組織され、毎号の平凡を持ち寄って、小説の批評や歌の練習、はてはセ

62「 平 凡友 の会 」 『平凡 』1951年2月 号
、210頁 。

63「 友 の会 」 『平 凡』1951年9月 号 、185頁 。

8「 友 の会 」 『平 凡』1952年3月 号
、191頁 。

65「 平 凡友 の会 」 『平凡 』1950年9月 号
、162頁 。
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ンベイをたべなが ら歌をうたって和気 あいあいと月一回の夜をたの しんでいます」66。

「私たちの部落でも平凡ファンが十二名いますが、書店まで約一里あ りますので、一人ずつ交代で

毎月買いにいきます。私たちグループは発売 日を平凡デー として、そ の夜は平凡につ いて座談会など

をやって います。他にこんなグループが ありました ら文通 したいものですね」67。

「このあいだ近 くの村でおまつ りがありま したが、そのおまつ りに僕たちグループの楽団フラワー

シスターズが招かれ ました。皆紺のあ りあわせの背広 に、平凡のバ ッジをつけ、あ りあわせの白の ト

レーニ ングパ ンツをバ ンドのユニホームにしての熱演 でした。最初のテーマソングは勿論、平凡 の歌、

で した。一曲 ごとにやんやの拍手 をうけ、村の平凡 ファンの人た ちか ら、激励 の言葉や花束をいただ

きました。僕たちグループの秋まつ りの一 こまです」68。

家庭やこうしたグループでの受容は、人との触れ合いを伴う共同体的な経験であった。更に、前章

で検討したように、歌を歌ったり批評をし合うことで声を出す、1つ の場所に集い合う、或いは誌面

を見ながらラジオを囲んで聴く、という共振性を伴っていたのである。『平凡』の共同体的受容形態と

この共振性は分かちがたく結び付き合っていた。

グループでの受容は読者組織 「平凡友の会」支部組織に発展した。10万 人以上の会員を擁 した 「友

の会」に顕在的に現れた読者の連帯意識については別稿に譲るが、この読者同士の触れ合いは直接に

顔を合わせるものだけではなかった。読者層の核に編集者を巻き込んだ連帯意識が存在していたこと

は別稿で既に指摘した69が、先に見たグループでの受容のほかに、愛読者同士での文通も広範囲に見

られた。この 「平凡友の会」の名簿を通した大規模な文通が見られたほか、1952年10月 号にできた

文通希望欄 「お便り交換室」を介した文通も広範囲に見られた。たとえば京都大学経済学部の学生で

あった西村和義氏は 「西村一雄」名の文通希望の投書が1953年7月 号の 「お便 り交換室」に掲載され

たことから1年 間で1150通 もの手紙を国内外の読者から受け取った。西村氏は京大や同志社の学生

150名 以上を集め返事を書くサークルを結成し文通運動を行った。やがて、返事を受け取る側の女子

工員といった人達のサークルも静岡や仙台で生まれたという。西村氏は返事を書くだけではなく、「お

便り交換室」に投書が掲載されていた他の投稿者にも手紙を出しどれくらいの手紙が送られてきたの

66「 友 の会 」 『平 凡』1951年3月 号
、194・5頁 。

67「 友 の会 」 『平 凡』1952年5月 号、199頁 。

68「 友 の会 」 『平 凡 』1954年1月 号
、173頁 。

69拙 稿 「『平凡 』 読者 の連 帯 と戦 後大 衆 文化 」
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か を尋ねて いるが、それ によると500か ら600も の 手紙が届 いていたのだという70。西村氏の他 にも

1000通 を越える手紙が届いた例、或いは文通や友の会活動がきっかけで結婚 した例が当時の誌面でも

紹介されている。本稿で検討している時期のあとであるが、手紙の書き方 ・時候の挨拶 ・手紙を巡る

身の上相談などが掲載されるとともに文通希望者が趣味別 ・地域別に掲載された 「ペンフレンドブッ

ク」 も付録 として作 られている。

人びとのこのような連帯意識は、同時代に幅広く見られ1955年 にピークを迎えたサークル活動に

象徴される人びとの連帯意識が雑誌を介して顕在化 したものだと思われる71。実際昭和30年 代の誌面

においてはそうしたサークルが取りあげられている。最も取りあげられておりまた活動規模が最たる

ものであったのが、最盛期に32000人 もの会員 を擁 した 「若い根っこの会」であった72。

以上か ら、『平凡』は、 「見る雑誌」 というだけではな く 「読む雑誌」「聞く雑誌」(江 藤73)「 歌 う雑

誌」「(投書や 手紙を)書 く雑誌」「(愛読者と)語 る雑誌」「集う雑誌」だったと言えよう。そして、2、

70上 坂冬子 ・西村一雄 「文通でやれること」 『思想の科学』1954年8月 号、39頁 。西村氏の文通運動に関しては

このほかに、西村一雄 「乙女たちは考える 一 『平凡』読者との文通一 」 『思想の科学』1954年5月 号、 「自

分の仕事に誇りを 〈女子工員の劣等感にっいて〉」『人生手帖』1954年9月 号、 「孤独と絶望からぬけ出す道 一

一生きる疑問に答えて一 」 『人生手帖』1954年12月 号、鶴見俊輔 「若い友の肖像」 『婦人公論』1955年1月 号、

日高六郎 「言論の自由とマスコミの問題」r世 界』1955年2月 号、久野収 ・鶴見俊輔 『現代日本の思想 一その五

つの渦一』岩波書店1956年 、加藤子明 「"ペン・フレンド"の ゆくえ」 『婦人公論』1956年12月 号、西村一雄 「ペ

ンフレンドの問題をめぐって」 『新女苑』1957年5月 号、西村和義 「国内の溝埋めから外国との溝埋めへ」r思 想

の科学』1986年5月 号、 「思想の科学と出会い40年 人間の信頼と一歩前進」 『思想の科学』1992年8月 号、ほ

かを参照。鶴見俊輔は1955年 当時西村氏のことを 「この人が今も優しい思いやりを失わずに、実務を身につけた大

入になることができれば、日本の思想は、新しいタイプの担い手をもつことになるのではないか」と述べている(「若

い友の肖像」、290頁)。 事実,西 村氏は文通運動及びこの前年に行われた帰郷運動で培われた信念をこのあと半

世紀以上もたった現在までも貫き、日本とアジアの民間レベルでの交流を推進されている。氏のライフヒス トリー

に関しては、西村一雄 「労働者の中で 一職場の記録一」 『思想の科学』1954年8月 号、 「『ふるさとに帰る』と

は何か 一ある体験者の立場から一」r思 想の科学』1960年9月 号、西村一雄 ・菅井幸雄 ・後藤総一郎 「『学生商

品論』の可能性とリアルな未来像を語る」r駿 台論潮』明治大学駿台論潮編集部1961年g月 号、西村一雄 「優等生

主義の敗北」 『思想の科学』1963年10月 号、西村和義 「ボルネオ よいとこ」 『思想の科学』1980年4月 号、 「鳥

取での出会い」 『思想の科学』1987年6月 号、ほかを参照。氏には2㎜ 年7月26日 イ ンタヴューに応じていただ

いた。

71拙 稿 「『平凡』読者の連帯と戦後大衆文化」

72当 時の 「若い根っこの会」においては芸能人を交えた多彩な活動が活発に行われ
、それが活字メディアだけでは

なくテレビ・ラジオ ・映画等でも取り上げられ、社会現象となっていた。同会会長加藤日出男氏によると、当時最

も同会を取り上げていたのが 『平凡』r明 星』であったという(加 藤 「集団就職」エコノミスト編集部編 『証言 ・

高度成長期の日本』(下)毎 日新聞社、1984年 、164-5頁)。 『平凡』には同会のスケジュールを紹介するページ

が存在していた(拙 稿 「戦後日本におけるr勤 労青年』文化一 『若い根っこの会』会員手記に見る人生観の変容

一 」、106頁)の をはじめ、身の上相談には度々加藤氏が登場していた。加藤氏によると青年勤労者の間で 『平

凡』 『明星』は人気がありとくに歌本の人気は高かったという(1999年9月26日 。加藤 『根っこ もう一人ぽっ

ちじゃない』根っこ文庫太陽社、1962年 、24頁 、も参照)。

73江 藤 『見る雑誌する雑誌 平凡文化の発見性と創造性』
、94頁 。
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3章 で概観 したように これ らの共同体的経験は共振性 と不可分 に結びついていた と言 える。そ して2-4

で見 たよ うにこの受容経験 はのちに失われていった。また この受容経験は、『平凡』にだ け見 られた も

ので はな く、1.2で 述 べたようにほかの大衆雑誌においても広範に存在 していたと言えよう。

4考 察

我々は序章において『平凡』には2度 の部数の躍進期があり1度 目が1950年 代前半で2度 目が1970

年代前半であることを見た。そして、第1の 躍進期における受容経験に、より重要性があるのではな

いかと考えた。その上で、1950年 代前半の 『平凡』の受容形態においては共振性と分かちがたく結び

ついた共同体的受容があったのではないかという議論を、2・3章 に渡って展開してきた。序章で見た

『平凡』の相対的位置の低下からも、この共同体的経験は第2の 躍進期にはかなり失われていたので

はないかと思われる。

周知のように、近代 日本における書物の受容形態において明治30年 代が従来の音読から黙読への

移行過程においてひとつの転換点をなしたとされている74。この議論の先鞭を付けたのは、リースマ

ン75に依拠した前田愛の研究である。この研究の中で前田は、小説の音読を伴った共同体的な受容が

黙読を伴う個人的な受容に移行したのがゆるやかなテンポで進行したことの対比として、昭和30年 代

におけるラジオの受容の変遷を取りあげている。茶の間に置かれた1台 のラジオに家族全員が聴きい

るという受容形態はテレビの普及とトランジスタラジオの発明に伴い個室での享受に移行した。前田

によると小説の共同体的な受容の解体が進行したスピー ドに比較してラジオのそれは10年 間という

かなり早いものであったという76。前田は戦後日本における書物の受容形態についてこの研究では触

れていないが、大衆娯楽雑誌を代表する 『平凡』の第1の 躍進期における受容形態はまさに音声を伴

う共同体的なものであった77。見田の言う 「構造的な変化」が本格的に起こる以前大衆雑誌の受容に

74永 嶺重敏 『雑誌と読者の近代』日本エディタースクール出版部、1997年 、72頁 。

75リ ースマン(加 藤秀俊訳)『 孤独な群衆』みすず書房、1964年 、 「伝承 ・文字 ・映像」 『何のための豊かさ』み

すず書房、1968年 。リースマンによると、社会的性格は伝統志向型の段階から内部志向型の段階を経て他人志向型

の段階に移行する。そして彼は、それぞれの型に対応するメディアとして、伝統志向型においては炉辺の物語を、

内部志向型においては活版印刷によって作られた書物を挙げ、他者志向型においてはラジオなどのマス ・メディア

を挙げている。

76前 田愛 『近代読者の成立』岩波書店、1gg3年 、175頁 。

77前 田は近世における人情本の読者が 「歌舞伎 ・音曲 ・噺 ・講談等
、民衆演芸の複製 ・縮冊 ・再現を紙上に求める

読者」であったことを指摘している(前 田、前掲書、173頁)。 この指摘は、誌上においてグラビアと読み物とラ

ジオの音声が立体的に交差したr平 凡』を彷彿とさせよう。なお、近代 日本における読書形態の変遷に関しては佐

藤健二 『読書空間の近代 方法としての柳田国男』弘文堂、1987年,永 嶺重敏 『モダン都市の読書空間』日本エデ

ィタースクール出版部、2001年 、も参照。
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はこうした経験があ り、人びとは大衆雑誌にそれを求めていた と言える。その熱意 の高さが、序章で

見た 「読書世論調査」におけるこの時期の相対的位 置の高さに結びついていた。そ して1959年 以降 の

テレビの本格的な普及とともに 「構造的な変化」が根本的なかたちで起 こると、受容経験も変化 し相

対的位置 も低下 していったのである。

我々は先に 『平凡』が共同体的にまた共振性を伴って受容 されていた ことを目の当た りにした。1-1

で見 たように 『平凡』の あと新たな大衆雑誌が読者を獲得 し模倣誌がそれ に続 くことで、大衆雑誌は

分化 していった。戦後大衆雑誌の原点における受容を明らかにする ことが本稿の課題で ありこれ以降

の雑誌受容の変容の詳細 を明 らか にし考察することは本稿 において設定された課題の塀外である。だ

が、大まか には、以下の3点 のことを言うことが出来るのではないか。それはまず第1に 、対象が性

別 ・階層 ・趣味趣向などによってセグメン ト化されていくことである。第2に は、共振性 を伴った共

同体的受容ではな く 「(見開きの頁を)眺 める」 という受容が一般化 していくことである。第3に は、

身体 を動かす ことによる受容にお いて も、ひ とり或いはごく少人数で行う形のものが多くを 占めるよ

うになる ことである。たとえばシ ョッピング ・デー トマニ ュアル ・グルメ ・旅といったものなどであ

る。 スポーツが誌面において取 りあげ られている場合でも、それは大抵ジョギ ングやテニス ・スキー

といった一人 もしくは少人数でおこな うものが主となっている。

付記 本稿執筆にあたり本文及び注で御名前を挙げさせていただいた方々には多くのことを教えていただいた

(なお、所属 ・役職などはインタヴュー当時のものである)。 とくに高木清氏にはr平 凡』や芸能に関する事実

関係を度々教えていただいただき、『平凡』最後の編集室長である浜崎廣氏には雑誌研究者としてのお立場から

も貴重な御教示をいただいた。また、甘糟章氏 ・清水正晴氏をはじめ多くの関係者の御協力を得て,本 研究は進

めさせていただいている。御協力を下さっている皆様に感謝したい。とくに、日頃から筆者の研究に対し深い御

理解とあたたかい励ましを下さっている新井恵美子氏 ・木滑良久氏 ・中丸巌氏には深く御礼申し上げたい。

(さか もと ひろ し ・博士後期課程)
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The Acceptance of Popular Magazines for Amusement 

       during the First Half of the 1950's: 

 The Acceptance of "Heibon" through Communities

Hiroshi SAKAMOTO

       In this paper, I examine "Heibon", a popular magazine for amusement, during the 

first half of the 1950's to understand its acceptance. Until its discontinuance in 1987, it had 

two periods of enlarging its circulation. The former is the first half of the 1950's and the latter 

is the first half of the 1970's. The data of public opinion polls about "Heibon" indicate that 

the relative order among people of the former is higher, therefore it is more important. In 

addition, the acceptance of "Heibon" in this period has importance for two reasons. First, 
"Heibon", which was founded in 1945, is the origin of magazines of "Magazine House", 

which later launched important magazines of youth culture in post-war Japan - "Heibon 

Punch"(1964), "anan"(1970), "POPEYE"(1976). Second, during the first half of the 1950's, 
"Heibon" had influence on the existing popular magazines and it started to be imitated in 

large numbers. In this period, before the communication of Japanese people drastically 

changed, what experience did they have from "Heibon"? 
       "Heibon" had two important themes, popular songs and movies, so it was tied up 

with both radio (a medium of songs) and cinema. And it had two main elements -

photogravures and serial stories. The former changed distinguished film stars to familiar 

celebrities. In addition, the words of popular songs were printed in "Heibon" to be connected 

with radio. This led to a collection of songs, "Utabon", as well as the radio program "Heibon 

Hour". In this period, radio was listened to by all members of families, this program enabled 

them to sing, looking at photogravures and listening to the radio program tied up with them. 

As a result, in this acceptance by communities, people acted together. Serial stories were 

printed in order to be made into movies. And some of them were related to radio dramas. I 

suppose these were read by family members sitting around the radio. This kind of acting goes 

back to the acceptance of novels by communities (that is, one is reading aloud and the 

surrounding people are listening to him or her). As we see, as to both novels and 

photogravures, in the acceptance of "Heibon" through communities of the first period, the 

readers acted together. In the second, serial stories were not published any more, but
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photogravures became the main elements of this magazine. And its relative position among 

people was lower in the second period than in the first one. From this one may conclude that 

higher position of the first period was related to the acceptance by communities. 

       "Heibon" in the first period was read mainly by young people
, and partly by older 

people too. "Heibon" was accepted through communities - families and groups. In addition, 

in this acceptance, they acted together - they did not only "sing" and "listen to", but also 

"come together" . 

       As we see, the readers received "Heibon" through communities acting together 

during the first period. But this disappeared due to the structural change of communication 

during the high economic growth. As a consequence, new popular magazines divided the 

readers and came to deal with trips and shoppings which can be done alone or with a few 

friends. In the acceptance of these new magazines, readers don't act together any more but 

they passively enjoy reading, merely by "seeing gravures".
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